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原発ゼロの輪広げよう
発足３周年のつどい開く

早
川
氏 

東
電
・
国
の
姿
勢
を
断
罪

原  

発  

避  

難  

者

訴
訟
原
告
団
長

　

福
島
の
現
状
を
学
び
、
原
発
ゼ
ロ
の
実
現
へ
新
た
な
発

展
を
め
ざ
そ
う
と
、「
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
」
は
５

日
、「
発
足
３
周
年
記
念
の
つ
ど
い
」
を
阿
倍
野
区
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。
福
島
原
発
避
難
者
訴
訟
原
告
団
長

・
早
川
篤
雄
さ
ん
が
講
演
。
３
５
０
人
が
参
加
し
た
。

「
原
発
事
故
は
人
災
・
公
害
」
と
語
る
早
川
篤
雄
氏

＝
５
日
、
大
阪
市
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顎
関
節
症
の
治
療
法
を
テ
ー
マ
に
し
た
生
涯

研
修
講
座
＝
９
月
21
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　

　

「
被
災
住
民
の
多
く
は
何

を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
も
わ

か
ら
な
い
」
と
訴
え
た
早
川

氏
。
避
難
が
解
除
さ
れ
て
も

元
の
土
地
に
住
民
が
戻
ら
な

い
現
状
を
報
告
し
た
。

　

10
月
１
日
に
避
難
解
除
さ

れ
た
川
内
村
で
は
、
帰
村
し

た
住
民
は
２
割
に
留
ま
り
、

子
ど
も
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
こ
と

を
紹
介
。
避
難
指
定
区
域
の

９
市
町
村
の
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、
現
時
点
で
戻

ら
な
い
と
決
め
て
い
る
理
由

と
し
て
「
放
射
線
量
が
低
下

　

臨
床
・
学
術
部
は
、
生
涯

研
修
講
座
「
顎
関
節
症
は
こ

わ
く
な
い
！
」
を
９
月
21

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
顎

関
節
口
腔
機
能
学
分
野
助
教

の
西
山
暁
氏
が
講
演
し
た
。

参
加
者
は
１
３
６
人
。

　

最
初
に
病
院
の
顎
関
節
治

療
部
の
患
者
２
５
０
０
人
の

調
査
結
果
か
ら
、
①
患
者
は

20
〜
30
代
に
多
い
②
男
性
よ

り
女
性
の
割
合
が
高
い
③
年

齢
と
と
も
に
治
ま
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
―
―
と
の
こ
と

で
あ
る
。
現
在
で
は
顎
関
節

症
は
「
慢
性
的
な
」
障
害
と

は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

医
療
面
接（
問
診
）の
重
要

性
を
解
説
し
、「
疼
痛
構
造

化
問
診
」
で
疼
痛
の
種
類
、

時
間
的
要
因
、
随
伴
症
状
な

ど
を
把
握
。
次
に
、
関
節
、

咀
嚼
筋
の
触
診
を
注
意
深
く

行
い
、
画
像
検
査
（
パ
ノ
ラ

マ
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

治
療
は
、
保
存
、
可
逆
的

な
治
療
が
中
心
で
初
期
症
状

に
は
経
過
観
察
が
よ
い
。
た

だ
し
、
患
者
に
は
病
態
を
説

明
し
て
十
分
な
理
解
を
得
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

疼
痛
に
は
、NSAIDs

、
ア

セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
を
投

与
、
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン

は
倍
量
投
与
が
望
ま
し
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ブ
ラ
キ
シ
ズ

ム
、
Ｔ
Ｃ
Ｈ
（
上
下
歯
牙
接

触
癖
）
に
関
し
て
解
説
。
Ｔ

Ｃ
Ｈ
は
「
く
い
し
ば
り
」
と

違
い
〝
弱
い
力
で
〞〝
長
時

間
接
触
さ
せ
ら
れ
る
〞
行
動

で
、
痛
み
の
症
状
が
出
る
と

ク
レ
ン
チ
ン
グ
、
ブ
ラ
キ
シ

ズ
ム
よ
り
咀
嚼
筋
痛
は
長
引

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

治
療
は
行
動
変
容
療
法
を

行
う
。
歯
牙
が
常
時
接
触
し

て
い
る
の
は
間
違
い
で
、
少

し
離
れ
て
い
る
の
が
正
常
な

状
態
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
も
ら
う
。
次
に
、
レ
マ
イ

ン
ダ
ー
を
使
っ
て
、
歯
牙
の

接
触
に
「
気
づ
か
せ
」、
歯

牙
の
接
触
を
中
止
さ
せ
る
。

こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

り
脳
の
中
枢
で
歯
牙
が
接
触

し
て
い
な
い
の
が
正
常
で
あ

る
、
と
認
知
さ
せ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

詳
し
く
は
「
日
本
顎
関
節

学
会
」
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
照
さ
れ
た
い
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

り
出
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
必
要
な
時
に
必
要
な
抗

菌
薬
が
効
く
よ
う
に
、
医
療

者
は
抗
菌
薬
を
適
正
に
使
い

分
け
る
責
任
が
あ
る
。
こ
の

提
言
に
ド
キ
ッ
と
し
た
参
加

者
は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

大
阪
市
東
部
地
区
・
同
北

部
地
区
は
口
腔
外
科
シ
リ
ー

ズ
企
画
第
３
弾
「
歯
科
に
お

け
る
抗
菌
薬
の
使
い
方
」
を

９
月
20
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
い
た
。
佐
々
木
昇
氏

（
尼
崎
中
央
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
）
が
講
演
し
、
１

１
７
人
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
歯
科
で
使
用
頻
度

が
高
い
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
・
セ

フ
ェ
ム
系
・
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド

系
・
ニ
ュ
ー
キ
ノ
ロ
ン
系
抗

菌
薬
の
特
徴
を
説
明
。
口
腔

領
域
の
感
染
症
で
問
題
と
な

る
細
菌
はStreptococcus

（
グ
ラ
ム
陽
性
球
菌
）、

Peptostreptococcus

（
グ
ラ

ム
陽
性
球
菌
）、bacteroides

（
グ
ラ
ム
陰
性
桿
菌
）の
３
属

が
ほ
と
ん
ど
だ
と
指
摘
し

た
。

　

通
常
の
口
腔
の
感
染
症
を

　

私
た
ち
歯
科
医
師
は
抗
菌

薬
の
選
択
に
お
い
て
、
誤
っ

た
ま
ま
、
あ
る
い
は
知
ら
ず

に
乱
用
し
、
耐
性
菌
を
つ
く

治
す
た
め
に
は
、
①
特
殊
な

菌
は
考
え
な
く
て
い
い
②
腸

内
細
菌
を
叩
く
必
要
は
な
い

③
細
菌
内
寄
生
性
細
菌
ま
で

叩
く
必
要
も
な
い
―
―
と
話

し
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
あ
る
い
は

第
１
・
第
２
世
代
の
セ
フ
ェ

ム
を
推
奨
し
た
。
大
事
な
こ

と
は
正
確
な
診
断
の
も
と
に

①
原
因
の
除
去
を
す
る
（
膿

瘍
が
あ
れ
ば
切
開
、
薬
は
補

助
的
に
使
う
）
②
可
能
な
限

り
原
因
菌
を
調
べ
る
（
グ
ラ

ム
感
染
色
の
活
用
あ
る
い
は

培
養
検
査
）
③
適
正
な
抗
菌

薬
の
選
択
―
―
と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、
医
療
の
問
題
点

の
一
つ
と
し
て
、
薬
価
の
高

い
も
の
に
広
域
抗
菌
薬
が
多

い
こ
と
を
強
調
。
こ
れ
の
乱

用
で
耐
性
菌
が
増
加
し
、
そ

の
結
果
、
医
療
費
の
高
騰
を

招
い
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、

行
政
は
診
療
報
酬
引
き
下
げ

や
増
税
で
補
お
う
と
す
る
。

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
疑

問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　

正
確
な
診
断
の
も
と
に
適

切
な
薬
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
行
政
や
製
薬
会
社
に
働
き

か
け
る
必
要
性
も
あ
る
と
佐

々
木
氏
は
説
か
れ
た
。

　

日
常
診
療
に
お
い
て
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
で
き
る

有
意
義
な
シ
リ
ー
ズ
だ
っ

た
。

 

（
城
東
区
・
玉
川
尚
美
）

せ
ず
不
安
」
が
６
自
治
体
で

６
〜
７
割
に
達
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
原
発
事
故

が「
人
災
・
公
害
」で
あ
る
と

強
調
し
、
故
意
過
失
の
責
任

は
な
い
と
す
る
東
電
・
国
の

姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
▽

福
島
原
発
10
基
の
廃
炉
▽
徹

底
除
染
▽
完
全
賠
償
▽
健
康

診
断
▽
地
域
医
療
の
確
立
―

な
ど
を
強
調
し
、
避
難
者
訴

訟
へ
の
支
援
を
訴
え
た
。

　

ま
た
「
公
害
を
な
く
す

会
」
代
表
・
金
谷
邦
夫
氏
が

デ
ン
マ
ー
ク
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
視
察
に
つ
い
て
報
告
し

た
ほ
か
、
関
電
前
な
ど
で
反

原
発
デ
モ
な
ど
を
続
け
て
き

た
「Twit No nukes

」
の

ナ
ホ
さ
ん
が
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
し
た
。

　

ゼ
ロ
の
会
は
今
後
の
方
針

と
し
て
、〝
原
発
な
く
そ

う
〞
の
「
一
点
共
同
」
と
同

時
に
、
集
会
や
デ
モ
な
ど
で

多
く
の
団
体
・
市
民
と
の

「
一
日
共
闘
」
も
粘
り
強
く

追
求
し
、
運
動
の
輪
を
広
げ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

▼
避
難
者
訴
訟　

福
島
原
発

事
故
の
避
難
区
域
の
住
民
が

福
島
被
害
者
の
生
活
再
建
、

再
出
発
に
必
要
な
賠
償
、
原

状
回
復
が
図
ら
れ
る
べ
き
と

し
て
、
土
地
・
建
物
・
家
財

・
慰
謝
料
な
ど
を
求
め
て
東

電
と
国
を
訴
え
て
い
る
。

臨床・学術部 ９月度生涯研修講座

〝
顎
関
節
症
は
怖
く
な
い
〞

口
腔
外
科
シ
リ
ー
ズ
３
弾

抗
菌
薬
の
使
用
法
を
解
説

Ｔ
Ｃ
Ｈ
を
中
心
に
講
演

大阪市東部・同北部地区

「抗菌薬の乱用は耐性菌をつくり出す」と
語る佐々木昇氏＝９月20日、Ｍ＆Ｄホール

市民公開上映会のご案内

望郷の鐘
満蒙開拓団の落日

日時　11月29日（土）
　　　①14時半～②17時～
会場　Ｍ＆Ｄホール
会費　１千円　　定員　100人
申込　協会事務局まで
※希望者に無料鑑賞券を進呈


